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　本章ではデータ分析に使えるツールとして，マイコ
ン・ボードArduino Nano 33 BLE Sense（1）と統合開
発環境OpenMV IDE（2）を紹介します．マイコンで取
得した時系列データ（音声やセンサ・データ）を対象
に，MicroPythonを使ってデータを可視化，分析しま
す．写真1は光センサ付きArduinoを使ったルイボス
ティーの色変化検出の様子です．

今回実装したプログラムは本誌ダウンロード・ペー
ジに掲載しています．ぜひ身の回りの音や色を取得し
てみてください．
https://www.cqpub.co.jp/interface/
download/contents.htm

時系列データ解析の準備

● 環境構築
ハードウェア構成を図1に示します．今回使用する

マイコン・ボードはArduino Nano 33 BLE Sense（6）

（写真2）です．Arduino Nano 33 BLE Senseには慣性

計測ユニット（IMU），マイク，温湿度，気圧，ジェ
スチャ，カラーなど多くのセンサが搭載されており，
今回のようなデータ分析の実験にはピッタリのデバイ
スです．マイコンはBluetooth Low Energy（BLE）が
利用可能なnRF52840（ノルディック・セミコンダク
ター）が搭載されています．

ソフトウェア構成を図2に示します．今回，開発環
境にはOpenMV IDEを使用します．Arduino Nano 
33 BLE SenseはOpenMV IDEでMicroPythonを使っ
た開発が可能です．プログラムを更新してすぐに実行
できるため，手軽に試行錯誤できます．
　開発環境の構築手順は以下の通りです．
▶（1）OpenMV IDEインストール
　下記URLよりWindows版のインストーラをダウン

コップの底にArduino
（光センサ付き）を置く

写真1　コップの底にArduinoを置いてルイボスティーの色を検出 
する

マイコン
nRF52840

（ノルディック・
セミコンダクター）

ノートPC

カラー・センサ
APDS9960

（ブロードコム）

マイク
MP34DT05
（STマイクロ
エレクトロニクス）

マイコン・ボードArduino Nano 33 BLE Sense

USB

図1　時系列データを解析するハードウェアの構成

カラー・センサ マイク

写真2　解析に使うデータを取得するマイコン・ボードArduino 
Nano 33 BLE Sense
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（1）Arduino Nano 33 BLE Sense．

https://www.switch-science.com/products/7670
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